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米
子
自
動
車
道
湯
原
I.C
か
ら
約
20
分
、

岡
山
県
の
最
北
端
、
標
高
1
　
1
1
8
ｍ

の
津
黒
山
の
山
裾
に
広
が
る
津
黒
高
原
に
、

平
成
11
年
7
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
津

黒
高
原
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
」
。
こ

こ
は
、環
境
庁
と
岡
山
県
、中
和
村
が
協
力

し
て
整
備
し
た
、岡
山
県
で
初
め
て
の
「
い

き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
」で
す
。
広
さ
16 
ha

の
こ
の
里
山
に
は
、雑
木
林
や
湿
地
、小
川

や
渓
流
な
ど
中
国
山
地
の
豊
か
な
自
然
が

あ
り
、そ
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
た

ち
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
さ
さ
ゆ
り
館
」

で
は
、
こ
の
里
で
見
る
こ
と
の
で
き
る
動

植
物
が
写
真
と
解
説
文
で
分
か
り
や
す
く

紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。
「
さ
さ

ゆ
り
館
」
の
前

に
は
、
津
黒
川

の
流
れ
を
利
用

し
て
造
ら
れ
た

「
津
黒
川
河
川

公
園
」
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
川
は
、
津
黒
山
の
豊
か
な
森

か
ら
流
れ
て
く
る
清
流
の
た
め
、
夏
で
も

水
量
が
減
ら
ず
、
ヤ
マ
メ
の
渓
流
釣
り
や

浅
瀬
で
の
水
遊
び
が
楽
し
め
ま
す
。 

　
河
川
公
園
を
横
切
り
、
里
山
の
方
へ
と

入
っ
て
い
き
ま
す
。
「
津
黒
い
き
も
の
ふ

れ
あ
い
の
里
」
の
最
大
の
特
長
は
、
河
川

公
園
以
外
に
は
、
ほ
と
ん
ど
自
然
に
手
を

入
れ
て
い
な
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

ま
ま
の
自
然
を
楽
し
む
た
め
だ
け
に
道
が

通
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
里
山
の
道
」
を
歩

い
て
い
く
と
、
い
ろ
ん
な
鳥
の
鳴
き
声
が

あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
5
月

〜
6
月
頃
に
は
日
本
3
鳴
鳥
の
「
オ
オ
ル

リ
」
を
見
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
か
。

大
き
な
声
で
鳴
き
、
青
い
き
れ
い
な
色
が

目
立
つ
の
で
初
心
者
で
も
見
つ
け
ら
れ
る

そ
う
で
す
。 

　
こ
こ
に
は
、

28
カ
所
に
自
然

解
説
板
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
地
点
の
地

図
や
そ
の
周
辺

に
生
息
す
る
動

植
物
に
つ
い
て
、

こ
の
里
山
の
動
物
や
植
物
た
ち
が
語
り
か

け
て
く
る
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
の
で
、

興
味
を
持
ち
な
が
ら
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
行

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
尾
根
沿
い
に
「
テ
ン
の
道
」
を
歩
い
て

い
く
と
休
憩
所
が
あ
り
、
里
山
が
見
渡
せ

る
眺
め
の
よ
い
場
所
に
出
ま
す
。
心
地
よ

い
風
に
吹
か
れ
、
ひ
と
休
み
し
た
ら
、
谷

の
方
へ
降
り
て
い
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

林
か
ら
森
へ
と
成
長
す
る
里
山
の
環
境
の

中
に
暮
ら
す
多
く
の
生
き
物
を
観
察
す
る

こ
と
が
で
き
、
ふ
だ
ん
は
あ
ま
り
見
か
け

る
こ
と
の
な
い
動
物
の
営
み
も
発
見
で
き

ま
す
。
「
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
森
」
で
は
、

梅
雨
の
頃
に
な
る
と
、
高
い
木
の
枝
に
「
モ

リ
ア
オ
ガ
エ
ル
」
の
卵
塊
が
見
つ
か
る
こ

と
も
あ
る
そ
う
で
す
。 

　
整
備
さ
れ
た
木
道
を
歩
き
、
さ
ら
に
「
ク

ワ
ガ
タ
の
森
」、「
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

の
谷
川
」、「
カ
ケ
ス
姫
の
森
」
へ
と
行
っ

て
み
ま
す
。
こ
の
周
辺
に
は
、
ム
カ
シ
ト

ン
ボ
や
カ
ジ
カ
な
ど
が
生
息
し
て
い
る
そ 

           

う
で
す
。
「
湿
地
の
お
花
畑
」
を
通
り
、

「
山
の
牧
場
」
に
出
る
と
、
広
い
芝
生
が

広
が
っ
て
お
り
、
寝
こ
ろ
ん
だ
り
、
走
り

回
っ
た
り
で
き
ま
す
。
水
車
小
屋
の
そ
ば

に
は
「
い
き
も
の
情
報
掲
示
板
」
が
あ
り
、

自
分
が
発
見
し
た
動
植
物
の
情
報
を
書
き

込
ん
で
掲
示
し
た
り
、
ほ
か
の
人
の
情
報

を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

　
「
津
黒
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
」
は
、

全
体
を
約
2
時
間
で
一
周
す
る
こ
と
が
で
き
、

自
分
の
目
的
や
体
調
に
応
じ
て
い
ろ
い
ろ

な
コ
ー
ス
を
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
す

ぐ
そ
ば
に
は
「
国
民
宿
舎
津
黒
高
原
荘
」

と
「
津
黒
高
原
温
泉
キ
ャ
ン
プ
場
」
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
里
山
の
自

然
の
中
で
の
ん
び
り
と
い
ろ
ん
な
生
き
物

と
ふ
れ
あ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

,
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自然解説版 

財団法人 岡山県環境保全事業団 

特集 
容器包装リサイクル法と 
岡山県内の取り組み 
容器包装リサイクル法と 
岡山県内の取り組み 
容器包装リサイクル法と 
岡山県内の取り組み 

岡山の昆虫 

自然調査のススメ 
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平成12年度事業計画 
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平
成
12
年
4
月
1
日
よ
り
、
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
が

完
全
施
行
と
な
り
ま
し
た
。
増
え
続
け
る
容
器
包
装
ご
み
を
減
量
化
・

再
資
源
化
す
る
た
め
に
、
平
成
7
年
に
制
定
さ
れ
、
平
成
9
年
に
は

本
格
施
行
、
そ
し
て
平
成
12
年
か
ら
は
対
象
範
囲
を
広
げ
て
完
全

施
行
と
段
階
を
経
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
資
源
循
環
型

の
未
来
社
会
を
築
い
て
い
く
う
え
で
重
要
な
役
割
を
担
う
「
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
」
に
つ
い
て
改
め
て
知
る
と
と
も
に
、
岡
山
県
内
で

は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
取
材
し
て
み
ま
し
た
。 

（
＊
正
式
名
称
：
容
器
包
装
に
係
る
分
別
収
集
及
び
再
商
品
化
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
） 

リサイクル法 

岡
山
県
内
の 

取
り
組
み 

循環型社会の構築と地球の未来のために！ 
みんなの力で「ごみ」をふたたび「資源」に！！ 

容 器 包 装 

と 

委託 

義務履行委託 

   

  

分別収集 （リターナブル等） 分別収集 

●岡山県のごみ処理の推移 

総　人　口 

ごみ総排出量 

自家処理量 

焼却処理 

埋立処理 

コンポスト 

資源化 

その他 

　計 

（人） 

（t/年） 

（t/年） 

（t/年） 

（t/年） 

（t/年） 

（t/年） 

（t/年） 

（t/年） 

計
画
処
理
量 

区分 
年度 

平成7年度 平成8年度 平成9年度 

消費者 

市町村 販売店 

再商品化事業者 再商品化事業者 再商品化事業者 

指定法人ルート 自主回収ルート 独自ルート 

特定事業者 特定事業者 特定事業者 

指定法人 

分別排出 

特定事業者が自ら、または 
委託により回収 

（回収方法を主務大臣が認定） 

「指定法人」にリサイクル
（再商品化）を委託 

特定事業者が自ら、または 
委託によりリサイクルを実施 
（ルート全体を主務大臣が認定） 

リサイクル（再商品化）3つのルート 

   

　
わ
が
国
で
は
、
年
間
5
　
1
1
0
万
ト
ン
（
平
成
8

年
度
）
も
の
ご
み
が
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
食
料
品
や
日
用
品
な
ど
の
「
容
器
包
装
廃

棄
物
」
が
容
積
比
で
約
60
％
、
重
量
比
で
約
25
％
も

の
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
終
処
分
場
で
あ

る
埋
立
処
分
場
の
容
量
に
も
限
り
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
背
景
の
も
と
、
容
器
包
装
廃
棄
物
の
減
量
と
再
生

資
源
の
利
用
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
生
活
環
境
の
保
全

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
7
年
に
「
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
9
年

の
本
格
施
行
で
は
、
ガ
ラ
ス
製
容
器
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル

が
再
商
品
化
の
対
象
と
な
り
、
そ
し
て
平
成
12
年
4

月
の
完
全
施
行
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
と

紙
製
容
器
包
装
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。 

　
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
の
ね
ら
い
は
、
す
べ

て
の
人
に
明
確
な
役
割
を
担
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
効

率
の
よ
い
リ
サ
イ
ク
ル
・
シ
ス
テ
ム
を
創
り
出
す
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
消
費
者
は
「
分
別
排
出
」
、
市
町
村
は

「
分
別
収
集
」
、
特
定
事
業
者
は
「
再
商
品
化
」
の
義

務
を
負
う
こ
と
に
な
り
、
と
く
に
今
回
の
完
全
施
行
で
は
、

大
企
業
だ
け
で
な
く
中
小
企
業
規
模
の
事
業
者
も
「
特

定
事
業
者
」
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
の
義
務
を
負
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

   

　
そ
こ
で
、
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
完
全
施
行

に
伴
う
岡
山
県
の
取
り
組
み
と
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
、
岡
山
県
生
活
環
境
部
廃
棄
物
対
策
課
を
訪
ね
、

企
画
推
進
班
の
生
口
正
悟
環
境
主
幹
と
稲
村
義
博
環
境

主
幹
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

　
「
岡
山
県
で
は
、
平
成
9
年
2
月
に
、
市
町
村
が
策

定
し
た
分
別
収
集
計
画
を
集
約
し
、
そ
の
計
画
が
効
果

的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
『
岡
山
県
分
別
収
集
促
進
計
画
』

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
の
期
間
は
5
カ
年
で
、

3
年
ご
と
に
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
平

成
11
年
7
月
に
第
2
期
の
促
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

岡
山
県
の
ご
み
の
量
は
、
68
万
8
　
7
4
1
ｔ
（
平

成
9
年
度
）
で
、
県
民
1
人
当
た
り
1
日
の
ご
み
の
量

は
9
6
2
g
。
前
年
と
比
べ
る
と
わ
ず
か
に
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
資
源
化
量
に
つ
い
て
は
漸
増
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
岡
山
県
で
は
平
成
6
年
度
に
『
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
行
動
計
画
』
を
策
定
し
、
全
県
的
な
ご
み
の
減
量
化
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
の
総
排

出
量
の
う
ち
、
資
源
化
さ
れ
た
も
の
の
割
合
に
よ
る
リ

サ
イ
ク
ル
率
は
1
3
・
3
％
で
、
平
成
15
年
度
に
は

15
％
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
」 

　
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
基
本
理
念
は
、
す
べ

て
の
人
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
リ
サ
イ
ク
ル
の
役

割
を
担
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
分
別
排
出
を
行
う
『
消

費
者
』
、
分
別
収
集
を
行
う
『
市
町
村
』
、
リ
サ
イ
ク

ル
の
義
務
を
担
う
『
特
定
事
業
者
』
。
ど
れ
ひ
と
つ
欠

け
て
も
ご
み
は
資
源
へ
と
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
今
、
P
E
T
ボ
ト
ル
の

収
集
量
に
見
合
う
再
商
品
化
能
力
が
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
起

こ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

12
年
2
月
に
厚
生
省
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
「
P
E
T

ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
協
議
会
」
に
よ
る
工
場
の
新

増
設
な
ど
に
よ
り
、
11
年
度
の
保
管
分
も
合
わ
せ
、

12
年
度
中
に
は
再
商
品
化
能
力
が
確
保
で
き
る
見
通

し
が
つ
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
」
と
言
わ
れ
、
現
在
、

P
E
T
ボ
ト
ル
の
再
商
品
化
能
力
を
拡
充
す
る
た
め
に
、

国
と
指
定
法
人
「
（
財
）日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル

協
会
」
が
施
設
の
増
設
・
新
設
の
促
進
な
ど
を
図
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

    

　
ま
た
、
生
口
主
幹
は
「
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
と

い
う
こ
と
で
は
、
優
先
順
位
で
は
リ
ユ
ー
ス
が
一
番
で
、

そ
の
次
に
リ
サ
イ
ク
ル
が
き
ま
す
。
ご
み
ゼ
ロ
社
会
を

め
ざ
し
、
生
産
・
流
通
・
消
費
・
処
理
と
い
っ
た
そ
れ

ぞ
れ
の
段
階
で
ご
み
の
発
生
を
抑
え
、
再
資
源
化
と
い

っ
た
リ
サ
イ
ク
ル
を
中
心
と
す
る
循
環
型
社
会
の
構
築 

を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
岡
山
県
で
は

『
ご
み
ゼ
ロ
社
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
会
議
』
を
設
け
、

そ
の
促
進
を
図
る
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
」
と
展

望
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
は
、
厚
生
省
、
通
産
省
、

環
境
庁
、
大
蔵
省
、
農
林
水
産
省
の
4
省
1
庁
に
わ
た

る
連
携
・
協
力
の
も
と
に
実
施
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

社
会
全
体
で
多
岐
に
わ
た
る
連
携
の
も
と
に
成
り
立
っ

て
い
る
法
律
で
あ
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
ら
れ
る
と
同
時
に
、

「
リ
サ
イ
ク
ル
」
が
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
と
っ
て
重
要

な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
伺
い
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

 

　
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
で
は
、
市
町
村
が
分

別
収
集
・
保
管
の
役
割
を
担
い
ま
す
。
第
1
期
計
画
で
は
、

岡
山
県
下
78
市
町
村
の
う
ち
、
53
市
町
村
で
分
別
収

集
計
画
が
策
定
さ
れ
、
平
成
12
年
4
月
か
ら
始
ま
っ

て
い
る
第
2
期
で
は
、
78
の
全
市
町
村
が
収
集
計
画

を
策
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
積
極
的

に
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
市
町
村
の
中
か
ら
、
総
社
市
、

岡
山
市
、
倉
敷
市
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

         

　
総
社
市
で
は
、
昭
和
48
年
に
設
立
さ
れ
た
総
社
広

域
環
境
施
設
組
合
（
総
社
市
・
真
備
町
・
清
音
村
・
山

手
村
で
構
成
）
に
よ
り
、
ご
み
の
共
同
処
理
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
平
成
9
年
に
は
、
ご
み
焼
却
施
設
と
粗

大
ご
み
施
設
を
併
設
し
た
「
吉
備
路
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
」
が
建
設
さ
れ
、
4
市
町
村
で
資
源
循
環
型
社
会
を

め
ざ
し
た
ご
み
処
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
総
社
市
の

平
成
10
年
度
の
ご
み
排
出
量
は
1
万
6
　
6
6
3
ｔ
、

1
人
1
日
当
た
り
の
ご
み
の
量
は
8
0
4
g
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
総
社
市
役
所
を
訪
ね
、
総
社
市
民
生
部
環
境
課
の
久

保
豪
課
長
と
、
角
野
正
明
課
長
補
佐
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。 

　
「
総
社
市
で
は
、
平
成
9
年
の
新
施
設
完
成
に
伴
い
、

3
種
か
ら
5
種
分
別
回
収
を
開
始
し
ま
し
た
。
資
源
ご

み
で
は
、
缶
・
び
ん
・
古
紙
・
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
の
分
別

回
収
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
12
年
度
か
ら
は
、

そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
食
品
ト
レ
イ
（
白
色
）
の

分
別
収
集
を
全
域
で
始
め
ま
す
。
新
し
い
施
設
に
は
広

い
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
と
カ
レ
ッ
ト
ヤ
ー
ド
が
備
え
ら
れ

て
お
り
、
資
源
ご
み
は
リ
サ
イ
ク
ル
品
と
し
て
保
管
し

た
後
、
業
者
に
引
き
取
ら
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
廃
品

回
収
も
引
き
続
き
行
い
、
空
き
缶
回
収
機
（
市
内
5
カ

所
6
台
設
置
）
に
よ
る
回
収
も
行
っ
て
い
ま
す
。
空
き

缶
2
缶
で
補
助
券
1
枚
と
交
換
で
き
、
補
助
券
5
0
0

枚
で
5
0
0
円
の
図
書
券
1
枚
と
交
換
し
て
い
ま
す
。

平
成
10
年
度
に
は
2
9
0
万
缶
の
回
収
が
あ
り
ま
し

た
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
真
備
町
に
あ
る
「
吉
備
路

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
の
そ
ば
に
は
、
焼
却
施
設
の
余

熱
を
利
用
し
た
プ
ー
ル
や
運
動
広
場
を
備
え
た
多
目
的

広
場
「
交
流
館
」
が
あ
り
、
地
域
の
方
々
の
憩
い
の
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 吉備路クリーンセンター 

クリーンノート 
（図書補助券張付台紙） 

※1 法律で定められている容器包装廃棄物とは 
商品の容器と包装のことで、商品を使ったあとに不要となる 
もののことです。 

※2 特定事業者とは 
●容器を利用して中身を販売する事業者 
●容器を製造する事業者 
●包装を利用して中身を販売する事業者 
　のいずれかに該当し、事業規模が以下の事業者 
○製造業の場合 
　売上高2億4,000万円超または従業員21名以上である。 
○卸・小売・サービス業の場合 
　売上高7,000万円超または従業員6名以上である。 

※
1

※
2

※官公庁の部署名、担当者の役職名は、平成12年3月現在のものです。 

,

,

出典：岡山県環境白書 平成11年版 

,
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リサイクル法 
容 器 包 装 と 

岡山県内の 
取り組み 

資料提供：通商産業省「紹介します！容器包装リサイクル法 平成12年度版」より 

　
岡
山
市
で
は
、
急
激
な
ご
み
量
の
増
加
や
、
焼
却
施

設
の
老
朽
化
に
よ
る
処
理
能
力
低
下
、
埋
立
地
確
保
の

困
難
性
な
ど
か
ら
、
平
成
3
年
に
「
ご
み
非
常
事
態
宣

言
」
を
発
令
。
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
ご
み
の
減
量
化

に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
平
成
8
年
に
は
非
常
事
態
を
解

除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
8
年
度

以
降
、
ご
み
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
10
年
度
の

年
間
排
出
量
は
約
23
万
7
0
0
ｔ
、
市
民
1
人
1
日

当
た
り
の
排
出
量
は
1
　
0
1
5
ｇ
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
　
岡
山
市
環
境
事
業
局
業
務
部
ご
み
減
量
課
の
中
山
勝

課
長
補
佐
と
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係
の
野
口
享
司
主
任
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

　
「
岡
山
市
で
は
、
平
成
4
年
か
ら
5
種
分
別
収
集
を

開
始
、
平
成
7
年
度
に
は
全
市
で
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
を
除
く
、

5
種
分
別
収
集
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル

に
つ
い
て
は
、
平
成
9
年
度
か
ら
資
源
化
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
と
店
舗
と
の
併
用
で
収
集
を
始
め
、
小
学
校
区

2
3
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
実
施
し
て
お
り
、
12
年
度

中
に
は
全
市
に
広
げ
る
予
定
で
す
。
店
舗
回
収
は
、
現

在
市
内
60
店
舗
で
回
収
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
紙

に
つ
い
て
は
、
識
別
が
難
し
い
た
め
、
市
民
の
方
々
に

ど
う
い
っ
た
お
願
い
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
検
討
中
で
す
。

国
の
方
で
も
統
一
し
た
識
別
マ
ー
ク
を
作
る
と
い
っ
た

動
き
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
も
の
で
も
な

け
れ
ば
、
今
、
紙
だ
け
で
も
4
種
分
別
し
て
い
る
の
に
、

こ
れ
以
上
市
民
の
方
々
の
分
別
を
複
雑
に
す
る
の
は
ど

う
か
と
取
り
組
み
方
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
」

と
言
わ
れ
ま
す
。
　 

　
ま
た
、
中
山
課
長
は
「
資
源
化
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
細

か
く
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
。
行
政

が
ど
こ
ま
で
関
わ
る
か
と
い
う
の
は
、
市
町
村
の
規
模

や
人
口
、
地
域
性
の
ほ
か
、
焼
却
施
設
や
埋
立
処
理
の

能
力
に
も
関
係
し
て
き
ま
す
。
規
模
が
大
き
け
れ
ば
収

集
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
し
、
処
理
施
設
が
ど
こ
に
あ

る
か
で
も
コ
ス
ト
が
違
っ
て
き
ま
す
。
岡
山
市
に
は
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
燃
や
せ
る
新
し
い
焼
却
炉
と
燃
や
せ 

な
い
古
い
焼
却
炉
の
2
基
が
あ
り
ま
す
が
、
平
成
13

年
度
中
に
は
新
し
い
焼
却
炉
が
完
成
し
ま
す
の
で
、
全

市
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
が
燃
や
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
や
紙
類
に
つ
い
て
は
焼
却
時
の
熱
源

と
し
て
サ
ー
マ
ル
利
用
す
る
の
が
い
い
の
か
、
資
源
と

し
て
マ
テ
リ
ア
ル
利
用
す
る
の
が
い
い
の
か
、
こ
れ
か

ら
の
課
題
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
」
と
言
わ
れ
、

リ
サ
イ
ク
ル
と
い
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
な
課
題
を
抱
え
て

い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
ま
す
。
現
在
岡
山
市
で
は
、
資

源
化
物
回
収
を
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
店
舗
で
の
回
収
と

資
源
回
収
推
進
団
体
（
子
供
会
・
町
内
会
な
ど
の
市
民

団
体
）
に
よ
る
回
収
と
の
両
翼
で
考
え
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。
年
4
回
以
上
資
源
回
収
を
行
う
こ
れ
ら
の
団

体
に
は
、
古
紙
や
ス
チ
ー
ル
缶
な
ど
集
め
た
量
に
よ
っ

て
報
奨
金
を
交
付
す
る
な
ど
サ
ポ
ー
ト
が
行
わ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。 

  

●
資
源
選
別
所
の
二
次
選
別
を
レ
ポ
ー
ト 

 

　
市
民
に
よ
る
一
次
的
分
別
で
収
集
し
た
資
源
化
物
は
、

二
次
的
な
選
別
で
さ
ら
に
細
か
く
13
〜
14
種
類
に
分

け
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
岡
山
市
に
2
カ
所
あ
る
資
源
選

別
所
で
は
、
知
的
障
害
者
が
選
別
作
業
を
行
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
、
ご
み
減
量
課
の
野
口
主
任
に
ご
案
内
い

た
だ
き
、
新
保
資
源
選
別
所
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

　
ち
ょ
う
ど
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
の
選
別
作
業
が
行
わ
れ
お
り
、

大
き
な
建
物
の
中
で
は
、
知
的
障
害
者
の
方
々
が
、
Ｐ

Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
の
山
の
中
か
ら
一
つ
ひ
と
つ
フ
タ
の
付
い

て
い
る
も
の
を
は
ず
し
た
り
、
異
物
を
除
去
す
る
作
業

を
一
生
懸
命
行
っ
て
い
ま
し
た
。
中
に
は
薬
品
や
農
薬

が
入
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
危
険
な
こ
と
も
あ
る
そ

う
で
す
。 

　
野
口
主
任
に
よ
る
と
、
「
最
近
は
自
動
販
売
機
で
も

売
ら
れ
て
い
る
の
で
、
5
0
0
ml
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
今
は
こ
の
程
度
で
す
が
、
夏
に

な
る
と
こ
の
建
物
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
山
積
み
の
量

に
な
り
ま
す
。
資
源
化
物
を
リ
サ
イ
ク
ル
の
流
れ
に
の 

せ
る
に
は
、
分
別
基
準
適
合
物
と
し
て
引
き
取
り
基
準

に
あ
っ
た
も
の
に
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は

1
0
0
％
に
近
い
選
別
が
求
め
ら
れ
る
厳
し
い
も
の
で
す
。

そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
二
次
選
別
に
よ
り
、
質
の
高
い
再

生
処
理
へ
と
結
び
つ
け
て
い
る
の
で
す
。
」
と
の
こ
と

で
し
た
。
こ
こ
で
圧
縮
さ
れ
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
は
、
指

定
法
人
ル
ー
ト
で
運
搬
・
再
生
処
理
さ
れ
ま
す
。 

 

　
そ
の
ほ
か
、
新
保
及
び
西
大
寺
に
回
収
所
を
設
置
し
、

毎
週
日
曜
日
に
空
き
缶
と
牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
空
き
缶
１
個
、
牛
乳
パ
ッ
ク
1
枚
に
つ

き
補
助
券
1
枚
と
交
換
で
き
、
補
助
券
1
　
0
0
0
枚

で
5
0
0
円
の
図
書
券
と
交
換
で
き
ま
す
。
ま
た
、
岡

山
市
で
は
「
リ
ユ
ー
ス
プ
ラ
ザ
お
か
や
ま
」
を
設
置
し
、

不
用
品
の
展
示
・
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
倉
敷
市
で
は
、
平
成
4
年
3
月
か
ら
、
5
種
分
別
収

集
を
始
め
、
平
成
11
年
7
月
に
は
市
内
全
域
で
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
資
源
ご
み
は
、
缶
・
び
ん
・
古
紙
（
新

聞
紙
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
牛
乳
パ
ッ
ク
等
）
・
古

布
が
集
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
5
種
分
別
の
拡
大
や
事
業

ご
み
の
有
料
化
等
に
よ
り
、
平
成
10
年
度
に
は
16
万

3
4
7
3
t
、
1
日
1
人
当
た
り
の
排
出
量
は

1
0
3
4
g
と
前
年
よ
り
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

 

　
倉
敷
市
役
所
を
訪
ね
、
市
民
局
環
境
事
業
部
ご
み
減

量
対
策
課
の
上
西
文
雄
課
長
、
蜂
谷
厚
男
主
幹
と
、
環

境
管
理
課
の
常
藤
馨
企
画
係
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

　
「
倉
敷
市
で
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
の
収
集
に
つ
い
て
は
、

平
成
11
年
10
月
か
ら
百
貨
店
・
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
店

舗
で
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
拠
点
回
収
を
始
め
て
い
ま
す
。

平
成
12
年
度
か
ら
は
30
店
舗
で
本
格
的
に
拠
点
回
収

を
実
施
し
、
12
年
度
中
に
1
0
0
店
舗
に
拡
大
し
て

い
く
予
定
で
す
。
」
と
い
う
こ
と
で
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル

の
収
集
は
店
舗
で
の
回
収
の
み
で
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
方
式
に
よ
る
回
収
は
行
わ
な
い
そ
う
で
す
。
店
舗
で

集
め
ら
れ
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
は
市
の
委
託
業
者
に
よ
っ

て
回
収
さ
れ
、
選
別
圧
縮
、
梱
包
し
て
再
生
工
場
へ
と

運
ば
れ
ま
す
。
分
別
収
集
計
画
の
中
で
は
、
そ
の
他
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ト
レ
イ
は
拠
点
で
の
回
収
へ
、
牛
乳
パ

ッ
ク
と
飲
料
用
パ
ッ
ク
は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
に
加
え
、

拠
点
回
収
も
行
っ
て
い
く
予
定
だ
そ
う
で
す
。
Ｐ
Ｅ
Ｔ

ボ
ト
ル
の
収
集
が
、
店
舗
で
の
み
と
は
意
外
な
取
り
組

み
で
あ
っ
た
の
で
、
さ
ら
に
詳
し
く
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

　
「
倉
敷
市
で
は
、
も
と
も
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
燃
や

せ
る
ご
み
と
し
て
施
設
対
応
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
埋
め
立
て
ご
み
は
少
な
く
、
減
量
・
減
容
も

そ
れ
ほ
ど
必
要
で
は
な
い
と
い
う
施
設
的
な
背
景
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
あ
え
て
別
の
ル
ー
ト
で
Ｐ
Ｅ

Ｔ
ボ
ト
ル
を
と
ら
え
た
の
で
す
。
拠
点
収
集
は
目
的
収

集
と
な
る
た
め
、
持
っ
て
行
く
人
の
意
識
が
違
っ
て
き 

ま
す
。
そ
の
た
め
、
選
別
度
合
い
の
よ
い
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト

ル
を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回

収
で
選
別
度
合
い
を
よ
く
し
て
い
く
に
は
コ
ス
ト
が
か

か
り
ま
す
。
」 

　
「
倉
敷
市
で
は
『
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
』
の
理

念
と
は
何
な
の
か
を
考
え
、
本
当
に
資
源
化
が
適
正
に

で
き
て
、
コ
ス
ト
が
少
な
く
て
、
税
金
か
ら
の
コ
ス
ト

も
少
な
く
で
き
る
方
法
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト

の
中
で
た
ま
っ
て
い
る
処
理
の
問
題
や
、
再
利
用
さ
れ

た
も
の
は
コ
ス
ト
が
高
く
て
売
れ
な
い
と
い
っ
た
状
況
が
、

こ
れ
か
ら
ど
う
解
決
さ
れ
る
の
か
注
目
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
さ
ら
に
、
メ
ー
カ
ー
や
流
通
業
者
の
努
力
が
ど

う
行
わ
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
注
視
し
て
い
ま
す
。

こ
の
2
つ
が
今
後
の
流
れ
を
変
え
て
い
く
だ
ろ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。
」
と
言
わ
れ
、
理
念
と
し
て
の
「
リ
サ

イ
ク
ル
」
の
考
え
方
は
絶
対
に
必
要
で
す
が
、
一
方
で

コ
ス
ト
面
や
環
境
影
響
へ
の
課
題
も
解
決
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
物
を
買
っ
た
人

に
す
ぐ
捨
て
さ
せ
な
い
物
づ
く
り
も
重
要
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
ほ
か
倉
敷
市
で
は
、
平
成
25
年
を
み
す
え
た
「
ご

み
処
理
基
本
計
画
」
を
策
定
。
市
民
と
事
業
者
と
行
政

が
協
力
し
あ
っ
て
、
総
合
的
な
ご
み
対
策
を
す
す
め
、

倉
敷
市
を
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の
ま
ち
に
し
よ
う
と
す
る

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

　
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
が
完
全
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
が
、
岡
山
県
内
の
市
町
村
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

処
理
施
設
や
埋
立
処
分
場
な
ど
の
状
況
に
応
じ
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

紙
製
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
識
別
マ
ー
ク
の
統
一
な
ど
国
の

レ
ベ
ル
で
の
課
題
や
コ
ス
ト
面
で
の
問
題
な
ど
、
ま
だ

ま
だ
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
大
量
生
産
、
大
量
消
費
、
大
量
廃
棄
と
い
っ
た

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
、
廃
棄
物
の
な
い
循
環
型

社
会
を
め
ざ
す
こ
と
は
、
産
業
や
社
会
全
体
に
大
き
な

変
革
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
持
続
可

能
な
未
来
へ
、
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
は
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
み
ん
な
で
考
え
、
行
動
を
起
こ
す

第
一
歩
と
な
る
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
す
。 

二次選別作業風景。障害者の雇用促進につながり、 
障害者の方々も社会に貢献できるとイキイキ働いています。 

選別されたＰＥＴボトルは、 
ベルトコンベアーで減容機に 
運ばれ、圧縮・梱包される。 

倉敷市の資源ごみ収集風景。缶、金属類（18　以下の缶）、びん、ガラス類はコンテナご 
とに分別。8分目ほど入ったら、色別札を付け替え、新しいコンテナを重ねていく。 

古紙類は、新聞、段ボール、牛乳パック、雑誌類に分別。 
折り込み広告、菓子箱等は雑誌といっしょに出す。 

●リサイクル（再商品化）の方法 
種類 リサイクル方法 リサイクル製品の例 

ガラス製容器 カレット化等 

PETボトル 

プラスチック製容器包装 
発泡スチロールトレイ 

ペレット化等 

プラスチック原材料等 
油化 
高炉還元 
ガス化 

コークス炉化学原料化 

●ガラス製容器 
●建築・土木材料など 

●繊維　●シート 
●ボトルなど 

●文房具・日用雑貨などの 
　プラスチック製品 
●工業用原材料 

●再生紙 
●建築ボードなど 

※平成12年4月から対象 

紙製容器包装 
※平成12年4月から対象 

選別 

選別 

燃料化 

燃料化 

製紙原材料 

建築ボード 
古紙解織物等 

+

+

岡山市東部クリーンセンターリサイクルプラザ（仮称）完成予想図 

,

, ,

※サーマルリサイクル 
プラスチックの持つ熱エネルギーを蒸気や電気の
ような別のものに変えてエネルギーとして有効利
用するもの。ごみ発電やプラスチックを多く含む
廃棄物の固形燃料（RDF）等が代表的な例です。 

※マテリアルリサイクル 
そのまま、もしくは形を変え、プラスチックとし
て再利用するもの。PETボトルを再利用して作
った衣服や、PETボトルを加工して作った梱包
用クッションが代表的な例です。          

※ 

※ 

,

高品質の再生材料を得るには、 
減容化されたＰＥＴボトルの   
品質の良いことが重要な条件。 



環 　　　境 環 　　　境 

最近、テレビなどでも時々見かけることのある「こどもエコクラブ」。 
何だろうと思われている方も多いのではないでしょうか。 

そんな時、平成11年度の活動発表会が行われるとの情報をキャッチ。 
さっそく、どんなクラブで、どんなことが行われているのか取材してみました。 

   

　
さ
る
平
成
12
年
2
月
26
日
、
岡
山
市
西
川
ア
イ
プ

ラ
ザ
で
、
岡
山
県
・
岡
山
市
・
（
社
）
岡
山
東
法
人
会

の
主
催
に
よ
る
「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
Ｉ
Ｎ
お
か
や
ま

活
動
発
表
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
は
環
境
庁
の
呼
び
か
け
で

平
成
7
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
環
境
活
動
で
、
岡
山
県
で

は
平
成
8
年
度
に
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
。
当
初
は
38

ク
ラ
ブ
5
3
7
名
で
あ
っ
た
会
員
数
が
、
平
成

11
年
度
に
は
1
1
5
ク
ラ
ブ
、
2
　
1
0
3
人

に
増
加
し
、
県
内
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
活

動
が
行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。 

　
活
動
発
表
会
が
始
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ
の
子

供
た
ち
や
サ
ポ
ー
タ
ー
の
大
人
に
よ
り
、
自
分
た
ち
の

ク
ラ
ブ
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
概
要
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

     

　
邑
久
町
の
小
中
学
生
と
地
域
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
サ

ポ
ー
タ
ー
を
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
で
、今
年
で
3
年
目
。
2
年

目
か
ら
ケ
ナ
フ
を
育
て
始
め
、花
を
使
っ
て
染
色
を
し
た
り
、

茎
で
炭
を
作
っ
た
り
し
ま
し
た
。ケ
ナ
フ
は
、春
に
種
を
蒔

く
と
、秋
に
は
2
〜
3
ｍ
の
高
さ
に
成
長
し
、白
い
花
を
咲

か
せ
ま
す
。黄
色
く
染
ま
っ
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
と
ガ
ス
コ
ン
ロ
で
作

っ
た
ケ
ナ
フ
の
炭
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
岡
山
市
立
東
疇
小
学
校
の
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ

ブ
で
、
平
成
9
年
に
ス
タ
ー
ト
、
平
成
10
年
か

ら
本
格
的
に
活
動
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
学
校
を
き
れ

い
に
す
る
ク
リ
ー
ン
作
戦
や
、
割
り
ば
し
集
め
、
給
食

の
残
量
調
査
な
ど
を
行
っ
た
そ
う
で
す
。
と
く
に
、
割

り
ば
し
は
3
膳
で
1
枚
の
紙
が
で
き
る
と
知
っ
て
、
全

校
で
集
め
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

　
岡
山
市
立
可
知
小
学
校
に
平
成
11
年
に
つ
く
ら
れ

た
ク
ラ
ブ
で
、
ご
み
調
査
や
芥
子
山
登
山
、
キ
ャ
ン
プ

の
ほ
か
、
学
校
全
体
に
呼
び
か
け
て
紙
の
リ
ユ
ー
ス
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
工

場
に
見
学
に
行
き
、
ど
ん
な
小
さ
な
紙
き
れ
も
資
源
に

な
る
こ
と
を
知
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
と
連
結
。
こ
れ

か
ら
は
家
庭
に
も
資
源
を
大
切
に
す
る
気

持
ち
を
広
げ
て
い
き
た
い
そ
う
で
す
。 

             

　
岡
山
市
立
富
山
小
学
校
の
子
供
た
ち
と
地
域
の
サ
ポ

ー
タ
ー
に
よ
る
ク
ラ
ブ
で
、
川
を
中
心
に
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
の
子
供
た
ち
が
大
き
く
な
っ
た
時
、

昔
の
川
よ
り
よ
く
な
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と

考
え
た
サ
ポ
ー
タ
ー
を
中
心
に
、
川
の
環
境
を
体
験
す

る
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

         

学
区
に
あ
る
百
間
川
な
ど
の
魚
を
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、

上
流
の
県
北
の
川
に
つ
い
て
も
知
り
た
く
な
り
、
八
塔

寺
川
上
流
に
行
っ
て
、
百
間
川
の
生
物
と
八
塔
寺
川
の

生
物
の
違
い
を
調
べ
た
り
し
ま
し
た
。
川
の
環
境
や
生

物
の
様
子
に
つ
い
て
、
県
北
の
人
た
ち
と
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
で
情
報
交
換
す
る
な
ど
の
活
動
も
行
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。 

     

　
岡
山
市
立
桃
丘
小
学
校
で
は
、

3
年
前
か
ら
活
動
が
始
め
ら
れ
、

平
成
11
年
度
は
6
年
生
3
ク

ラ
ス
全
員
が
ク
ラ
ブ
の
会
員
に

な
り
ま
し
た
。
岡
山
市
が
実
施

し
て
い
る
「
身
近
な
環
境
調

査
」
も
兼
ね
て
、
学
区
の
タ
ン

ポ
ポ
の
調
査
を
行
っ
た
そ
う
で

す
。
団
地
の
造
成
で
自
然
が
あ

ま
り
な
く
な
っ
た
所
と
自
然
が

残
っ
て
い
る
所
と
で
は
タ
ン
ポ

ポ
の
種
類
は
ど
う
違
う
の
か
、

マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
調
べ
ま
し

た
。
2
年
前
と
ず
い
分
変
わ
っ
て
い
る
場
所
も
あ
り
、

身
近
な
生
物
で
環
境
の
変
化
が
分
か
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

　
そ
の
ほ
か
、
か
べ
新
聞
で
の
活
動
発
表
の
ク
ラ
ブ
も

あ
り
ま
す
。
賀
陽
町
の
「
き
び
の
く
に
わ
く
ど
き
ク
ラ

ブ
」
、
笠
岡
市
の
「
子
ど
も
劇
場
笠
岡
セ
ン
タ
ー
こ
ど

も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
、
岡
山
市
の
「
曽
根
っ
子
ク
ラ
ブ
」
、

そ
し
て
、
玉
野
市
の
「
玉
野
市
立
玉
原
小
学
校
5
年
生
」

の
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
は
、
校
区
に
あ
る
「
志
池
」
を

探
検
し
、
指
標
生
物
や
Ｃ
Ｏ
Ｄ
、
透
明
度
な
ど
を
調
べ

た
結
果
を
報
告
し
て
い
ま
し
た
。 

 

　
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
の
活
動
発
表
は
、
か
べ
新
聞
を

も
と
に
し
た
交
流
（
か
べ
新
聞
セ
ッ
シ
ョ
ン
）
が
メ
イ

ン
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
全
国
大
会
と
同
じ
や
り
方
で
す
。

み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
興
味
の
あ
る
か
べ
新
聞
の
所
に
行
き
、

手
づ
く
り
の
名
刺
を
交
換
す
る
な
ど
お
互
い
に
自
分
の

ク
ラ
ブ
名
や
名
前
を
紹
介
し
合
っ
た
後
、
い
ろ
い
ろ
な

質
問
を
し
て
「
取
材
ノ
ー
ト
」
に
メ
モ
し
て
い
き
ま
す
。

実
際
に
ケ
ナ
フ
や
川
の
魚
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
て
、

会
場
は
取
材
す
る
子
供
た
ち
や
大
人
で
熱
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。 

　
そ
の
後
は
、
岡
山
た
の
し
い
授
業
サ
ー
ク
ル
会
員
の

内
田
正
夫
さ
ん
に
よ
り
、
お
も
し
ろ
科
学
実
験
講
座
「
ゴ

ミ
と
環
境
」
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

　
最
後
に
、
岡
山
市
環
境
保
全
課
の
方
が
、
「
今
の
環 

境
問
題
は
昔
の
環
境
問
題
と
違
い
、
私
た
ち
が
加
害
者

で
あ
り
、
被
害
者
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
問
題
に

取
り
組
む
に
は
、
ま
ず
関
心
を
持
つ
こ
と
、
行
動
に
移

す
こ
と
が
大
切
で
す
。
み
な
さ
ん
が
発
表
し
た
こ
と
や 

取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、
行
政
も
大
人
も
勇
気
づ
け
ら
れ

ま
す
。
」
と
、
閉
会
の
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た
。
帰

り
に
は
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
岡
山
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
、

ケ
ナ
フ
の
種
と
育
て
方
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
参
加
者
に
配
ら

れ
ま
し
た
。 

    

　
後
日
、
岡
山
県
生
活
環
境
部
環
境
調
整
課
を
訪
れ
、

企
画
班
の
檜
尾
昌
宏
主
任
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
『
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
』
は
、
21
世
紀
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
、
環
境
を
大
切
に
す
る
意
識
を
持
っ
て
、

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
自
主
的
に
環
境
活
動
に
取
り
組
む

こ
と
を
応
援
す
る
た
め
、
環
境
庁
の
呼
び
か
け
で
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
1
つ
の
ク
ラ
ブ
は
、
小
中
学
生
の
メ

ン
バ
ー
と
サ
ポ
ー
タ
ー
（
大
人
の
指
導
者
）
に
よ
り
構

成
さ
れ
ま
す
。
県
は
市
町
村
の
窓
口
と
な
り
、
全
国
の

事
務
局
に
加
入
登
録
を
行
っ
た
り
、
情
報
提
供
を
行
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。
岡
山
県
で
は
秋
に
交
流
会
と
年
度

末
に
活
動
発
表
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
」
と
の
こ
と
で
す
。

活
動
中
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
は
、
全
国
の
事
務
局
に

登
録
す
る
と
同
時
に
保
険
に
加
入
し
て
い
る
の
で
、
活

動
中
の
け
が
な
ど
に
も
対
応
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

ク
ラ
ブ
の
活
動
費
用
は
自
主
的
な
活
動
な
の
で
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
が
、
全
国
大
会
へ
の
代
表
者
の
派
遣
費

用
は
全
国
事
務
局
か
ら
支
給
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
の
活
動
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。 

    

　
ま
た
、
「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
を
育
て
る
会
」
の

（
社
）
岡
山
東
法
人
会
を
訪
ね
、
宗
岡
喜
之
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。
「
法
人
会
は
税
の
協
力
団
体
で
、

税
金
の
勉
強
会
な
ど
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
行
っ
て
い

る
団
体
で
す
。
平
成
7
年
に
環
境
庁
の
呼
び
か
け
で
ス

タ
ー
ト
し
た
『
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
』
を
支
援
し
よ
う

と
い
う
こ
と
で
、
平
成
8
年
は
全
国
法
人
会
総
連
合
か

ら
資
金
援
助
を
受
け
、
以
降
、
（
社
）
岡
山
東
法
人
会

が
岡
山
県
内
の
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
支
援
し

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
11
年
4
月
に
『
こ
ど

も
エ
コ
ク
ラ
ブ
を
育
て
る
会
』
を
設
立
。
趣
旨
に
賛
同

さ
れ
る
方
か
ら
1
口
1
　
0
0
0
円
で
会
費
を
募
り
、

資
金
的
な
援
助
を
行
う
な
ど
各
種
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
」
と
い
う
こ
と
で
、
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、

い
ろ
い
ろ
な
方
々
の
支
え
の
も
と
で
成
り
立
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

 

,

,

※「エコまる」は 
　「こどもエコクラブ」の 
　 イメージキャラクターです。 
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「こどもエコクラブ全国フェスティバル2000ｉｎながの」 
の会場となった長野市のビッグハット。 

1
2

3

＊こどもエコクラブ憲章＊ 

私たちは、生命を生み、育んでくれる『水と緑
の惑星・地球』を愛し、未来に引継ぎます。 

私たちは、自分たちの暮らしや身のまわりの環
境に関心を持ち、地球とともに生きていくため
の努力をします。 

私たちは、世界中のなかまと、手をたずさえて、
地球を守るために活動を続けます。 

私たちは夢を忘れずに、夢を追い続けます。 

日本のタンポポと帰化タンポポの分布の様子を、 
大きなマップで色別に見ることができるかべ新聞。 

サポーターのお母さん方からの提案で紙の 
リサイクル工場を見学。紙の選別を体験しました。 

芥子山に春と秋の2回登山。 
季節の違いも体験しました。 

本のリユースを呼びかけ、PTAの 
バザーでお店を出して売りました 
（売上げはPTAに寄付）。 

タンポポの見分け方は、花を裏返して緑の部分（総包）を見る。 
そり反っているのが帰化タンポポです。 
日本タンポポ（カンサイタンポポ、シロバナタンポポ） 
帰化タンポポ（アカミタンポポ、セイヨウタンポポ） 

「こどもエコクラブINおかやま」活動発表会で、  
ほかのクラブのメンバーと交流。 

取材に対し、説明をします。 

　
岡
山
市
立
桃
丘
小
学
校
（
全
校
児
童
数
4
0
4
名
、

長
尾
尚
志
校
長
）
を
訪
ね
、
「
桃
丘
小
学
校
こ
ど
も
エ

コ
ク
ラ
ブ
」
の
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ
る
鳥
居
恭
治
教
諭
か

ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

　
「
桃
丘
小
学
校
は
、
芳
賀
佐
山
団
地
に
あ
り
、
創
立

10
年
に
な
る
学
校
で
す
。
こ
の
学
区
は
、
約
20
年
前

に
造
成
さ
れ
た
佐
山
地
区
と
清
水
白
桃
の
産
地
と
し
て

有
名
な
芳
賀
地
区
か
ら
成
り
、
新
し
い
地
区
と
昔
か
ら

の
地
区
が
共
存
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
3
年
前
に
、

科
学
ク
ラ
ブ
の
有
志
15
人
が
ク
ラ
ブ
の
会
員
と
な
り
、

活
動
を
始
め
ま
し
た
。
岡
山
市
環
境
保
全
課
が
行
っ
て

い
る
『
身
近
な
環
境
調
査
』
と
関
連
し
て
、
タ
ン
ポ
ポ

の
調
査
を
行
っ
た
り
、
水
質
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

平
成
11
年
度
は
、
6
年
生
3
ク

ラ
ス
全
員
が
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
、

み
ん
な
で
タ
ン
ポ
ポ
の
調
査
を
行

い
、
分
布
を
調
べ
ま
し
た
。
」
と

の
こ
と
で
、
タ
ン
ポ
ポ
を
調
査
の

テ
ー
マ
に
選
ん
だ
の
は
、
身
近
な
植
物
で
あ
る
こ
と
、

帰
化
タ
ン
ポ
ポ
は
総
包
（
花
の
下
の
緑
の
部
分
）
が
そ

り
返
っ
て
い
る
の
で
日
本
の
タ
ン
ポ
ポ
と
区
別
が
し
や

す
い
こ
と
、
6
年
生
な
ら
分
布
ま
で
考
え
ら
れ
る
か
ら

お
も
し
ろ
い
題
材
で
あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
何
よ
り
鳥
居
先
生
ご
自
身
が
『
身
近
な
環
境

調
査
』
検
討
会
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
り
、
深
く
関
わ
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

　
「
造
成
さ
れ
た
新
し
い
地
区
と
自
然
が
た
く
さ
ん
残

っ
て
い
る
地
区
を
比
べ
る
と
、
団
地
や
道
路
沿
い
に
は

帰
化
タ
ン
ポ
ポ
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、

4
年
目
と
な
る
『
身
近
な
環
境
調
査
』
の
タ
ン
ポ
ポ
の

分
布
で
は
、
以
前
の
調
査
と
比
較
す
る
こ
と
で
環
境
の

変
化
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
街
の
中
の
タ
ン
ポ
ポ

は
ほ
と
ん
ど
帰
化
タ
ン
ポ
ポ
で
、
単
性
生
殖
で
繁
殖
力

が
強
く
、
ほ
ぼ
一
年
中
咲
き
ま
す
。
日
本
の
タ
ン
ポ
ポ

は
農
耕
に
合
っ
て
お
り
、
年
に
何
回
か
草
刈
り
を
す
る

よ
う
な
日
当
た
り
の
よ
い
場
所
に
生
育
し
ま
す
。
継
続

的
な
調
査
で
身
近
な
環
境
が
ど
う
変
わ
っ
て
い
る
の
か

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
み
ん
な
で
大
き
な
分
布
マ
ッ
プ
を
作
っ
て
校
内

に
貼
り
、
全
校
で
興
味
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

今
後
は
、
希
少
な
種
と
な
っ
て
い
る
ダ
ル
マ
ガ
エ
ル
の

調
査
も
行
っ
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。 

    
　
「
可
知
自
然
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
は
、
全
国
4
7
7
の
こ

ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
が
応
募
し
た
か
べ
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル

で
岡
山
県
代
表
に
選
ば
れ
、
全
国
大
会
に
招
待
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
打
合
せ
で
み
ん
な
が
集
ま
る
日
に
可
知
小

学
校
を
訪
ね
、
子
ど
も
た
ち
や
サ
ポ
ー
タ
ー
の
お
母
さ

ん
た
ち
、
都
築
勉
教
諭
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

　
平
成
11
年
4
月
、
岡
山
市
立
可
知
小
学
校
（
全
校

児
童
数
5
9
6
名
・
戸
井
慶
整
校
長
）
に
、
「
可
知
自

然
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
が
設
立
さ
れ
、
3
年
生
か
ら
6
年
生

の
19
人
が
メ
ン
バ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
「
本
物
の
自

然
に
ふ
れ
る
活
動
」
と
「
身
近
な
環
境
を
守
る
活
動
」

の
2
つ
を
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
、
何
を
す
る
か
話
し
合

い
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
て
き
た
そ
う

で
す
。
自
然
に
ふ
れ
る
活
動
で
は
、
芥
子
山
や
操
山
に

登
っ
た
り
、
夏
休
み
に
は
犬
島
で
キ
ャ
ン
プ
、
「
エ
コ

ク
ラ
ブ
ｉ
ｎ
た
ま
の
」
で
は
渋
川
で
他
の
ク
ラ
ブ
と
交

流
を
行
い
ま
し
た
。
身
近
な
環
境
を
守
る
活
動
で
は
、

毎
週
、
校
内
の
ゴ
ミ
調
査
を
行
っ
て
記
録
し
、
2
学
期

に
は
ゴ
ミ
減
量
作
戦
を
開
始
。
そ
し
て
、
全
校
各
ク
ラ

ス
に
「
リ
ユ
ー
ス
ボ
ッ
ク
ス
」
を
設
置
し
、
裏
面
が
白

い
紙
を
集
め
、
ク
ラ
ス
で
使
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
3

学
期
に
は
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
を
見
学
し
、
仕
分
け

作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。
小
さ
な
紙
も
資
源
に
な
る
と

知
り
、
各
ク
ラ
ス
に
「
カ
ミ
ボ
ッ
ク
ス
」
を
配
布
。
リ

ユ
ー
ス
で
両
面
と
も
使
っ
た
紙
を
集
め
、
リ
サ
イ
ク
ル

回
収
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

　
子
供
た
ち
に
「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
に
入
っ
て
よ

か
っ
た
こ
と
や
印
象
に
残
っ
た
活
動
に
つ
い
て
聞
き
ま

し
た
。
「
犬
島
に
キ
ャ
ン
プ
に
行
っ
て
楽
し
か
っ
た
。
」

「
本
の
リ
ユ
ー
ス
で
5
0
0
冊
集
ま
り
、
4
0
0
冊
売

れ
た
の
が
よ
か
っ
た
。
」
「
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
で

紙
の
選
別
を
体
験
し
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
た
。
大
変

だ
な
あ
と
思
っ
た
。
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
楽
し
い
思

い
出
と
と
も
に
環
境
活
動
が
行
わ
れ
た
様
子
を
伝
え
て

く
れ
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
た
ち
に
感
想
を
お
伺
い
す
る
と
、

「
自
分
で
興
味
を
持
っ
て
や
り
始
め
た
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
続
け
て
ほ
し
い
。
」
「
親
も
勉
強
に
な
る
。
」
「
環

境
問
題
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
て
う
れ
し
い
。
子
供
の

自
主
性
が
育
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
自

発
的
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
ど
の

よ
う
な
活
動
が
で
き
る
か
が
課
題
で
す
。
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
。 

　
都
築
教
諭
は
、
「
大
人
は
必
要
な
時
に
手
助
け
を
す

る
だ
け
。
子
ど
も
が
自
分
で
体
験
し
な
が
ら
環
境
や
自

然
に
つ
い
て
学
ん
で
い
っ
て
く
れ
た
ら
、
大
き
く
な
っ

て
も
こ
の
思
い
は
残
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
」
と

言
わ
れ
、
お
母
さ
ん
方
が
い
ろ
い
ろ
な
形
で
支
え
て
く

だ
さ
る
こ
と
も
感
謝
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 
    

　
「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
で
は
、
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー

と
全
国
事
務
局
の
間
に
立
ち
、
活
動
を
よ
り
地
域
に
根

ざ
し
た
も
の
と
し
て
機
能
さ
せ
る
た
め
に
、
市
町
村
役

場
の
担
当
者
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
岡
山
市
保
健
福
祉
局
保
健
部
環
境

保
全
課
環
境
調
整
室
の
友
延
栄
一
さ
ん
と
井
木
亜
維
子

さ
ん
に
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。 

　
「
『
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
』
は
、
も
と
も
と
は
西
宮

市
の
環
境
保
全
活
動
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
『
ア
ー
ス

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
ク
ラ
ブ
』
や
『
身
近
な
環
境
調
査
』
が

全
国
的
に
評
価
さ
れ
、
全
国
に
広
め
る
た
め
に
今
の
形

に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
今
の
環
境
や
将

来
的
な
環
境
保
全
を
考
え
る
と
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

変
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
親
を
含
め
て
地
道
に
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
学
校
教
育
の
視
点
で

は
な
く
、
環
境
か
ら
の
視
点
で
持
続
で
き
る
活
動
と
し
て
、 

環
境
庁
が
主
唱
し
て
、
平
成
7
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。

予
算
も
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
冊
子
な
ど
は
さ
ま
ざ

ま
な
企
業
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
作
ら
れ
て
い

ま
す
。
岡
山
市
で
は
平
成
11

年
度
は
59
ク
ラ
ブ
、

6
8
3
人
の
会
員
が
い
ま
す
。
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

環
境
保
全
へ
の
早
急
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
た
時
代

背
景
と
、
阪
神
大
震
災
を
契
機
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
へ
の
意
識
変
化
が
、
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
の
活
動

の
高
ま
り
に
結
び
つ
き
、
全
国
へ
、
将
来
へ
と
波
及
し

て
い
る
よ
う
で
す
。
　 

　
ま
た
、
岡
山
市
の
「
身
近
な
環
境
調
査
」
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
し
た
。
「
岡
山
市
で
は
、
平
成
6
年
か
ら
、

身
近
な
生
き
物
の
分
布
調
査
を
通
し
て
身
近
な
環
境
を

見
直
し
て
も
ら
い
、
環
境
の
変
化
に
目
を
向
け
て
も
ら

お
う
と
『
身
近
な
環
境
調
査
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。
調

査
の
対
象
は
、
植
物
、
鳥
、
昆
虫
、
水
生
生
物
、
け
も

の
な
ど
1
5
6
種
に
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
人

と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
お
り
、

継
続
し
て
調
査
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
」
と
い
う
こ
と

で
し
た
。 

      

　
後
日
、
再
び
岡
山
市
環
境
保
全
課
を
訪
れ
、
3
月

25
日
・
26
日
に
長
野
県
で
行
わ
れ
た
全
国
大
会
に
参

加
さ
れ
た
井
木
さ
ん
に
、
全
国
大
会
の
様
子
を
お
伺
い

し
ま
し
た
。 

　
「
雪
が
積
も
る
寒
い
天
候
の
中
で
し
た
が
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
会
場
に
も
な
っ
た
長
野
市
の
ビ
ッ
グ
ハ
ッ
ト

に
全
国
46
都
道
府
県
の
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
が
集
ま
り
、

全
国
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
初
日
は
会
場
に
展
示
さ

れ
た
か
べ
新
聞
を
も
と
に
、
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
の
日
は
、
大
ホ
ー
ル
に
長
野
県
の
市
民
団
体
や
企
業

な
ど
60
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
ら
を

見
て
回
り
ま
し
た
。
」
と
い
う
こ
と
で
、
「
可
知
自
然

エ
コ
ク
ラ
ブ
」
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
も
、
元
気
い
っ
ぱ
い

に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
吸
収
し
て
帰
っ
た
よ
う
で
す
。 

　
私
た
ち
は
今
、
複
雑
な
事
象
が
絡
み
合
っ
た
地
球
環

境
問
題
の
中
に
生
き
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
身

近
な
と
こ
ろ
か
ら
地
球
環
境
を
考
え
る
環
境
教
育
・
環

境
学
習
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
「
こ
ど
も
エ

コ
ク
ラ
ブ
」
の
活
動
は
、
地
域
や
メ
ン
バ
ー
た
ち
の
日

常
に
根
ざ
し
た
自
主
的

な
環
境
活
動
で
す
が
、

た
く
さ
ん
の
活
動
が
集

ま
る
と
、
問
題
解
決
へ

の
大
き
な
力
を
育
む
こ

と
に
な
り
ま
す
。
21
世

紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち

と
と
も
に
、
大
人
も
出

来
る
こ
と
か
ら
ア
ク
シ

ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。 

※「こどもエコクラブ」は、1999年のGLOBAL500賞 
　（国連環境計画（UNEP）が、環境の保護や改善などに 
　  功績のあった個人や団体を表彰する国際的な賞）を 
  　受賞しました。 

（写真提供：小畠辰三さん） 
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この時代の主な出来事 
日本及び世界の出来事 西暦/年号 環境に関する出来事 

宇宙科学研が日本初の人工惑星 
「さきがけ」を打ち上げる 

東北・上越新幹線の上野－大宮間が
開業する 

筑波研究学園都市で科学万博「つくば 
'85」が開幕 

本州と北海道を結ぶ青函トンネルの
本杭（総延長53.85㎞）が貫通 

エイズが世界的に流行。厚生省が日
本人のエイズ患者第１号を認定する 

NTTとJTの民営化スタート 
男女雇用機会均等法が成立する 

日本が初めて世界最大の工業品輸出
国となる 

本四連絡橋・神戸－鳴門ルートのう
ち、淡路島と鳴門市を結ぶ大鳴門橋

が開通する 
日本人の平均寿命は男性74.54歳
女性は80.18歳で世界最高となる 

日航ジャンボ機が御巣高山に墜落する 
520人死亡、4人が奇跡の生還 

米国防総省が新型偵察衛星を搭載し
た初の軍用シャトル「ディスカバリー」

を打ち上げる 
ソ連ゴルバチョフ書記長就任 

国際学術連合会議が「核の冬」で世界
は破滅との報告書を出す 

メキシコ大地震で全土の3分の1が
被災 

コロンビアで火山噴火にともなう融雪
により大規模な地滑りと洪水が発生。
死者2万5000人の火山災害となる 

 
 

ハレー彗星が76年ぶりに大接近。
ソ連のハレー彗星探知機「ベガ１

号」が彗星の核の近接撮影に初めて
成功 

日本の貿易黒字が3年連続史上最高 
第12回主要先進国首脳会議（東京サ

ミット）が開かれる 
東北自動車道開通。浦和と青森が

674㎞の自動車道で直結 
伊豆大島の三原山が209年ぶりに
噴火。溶岩が町に迫り全島民１万人

が島外に脱出 
三井物産マニラ支店長誘拐される。

137日後に無事救出 
このころ地上げが社会問題化 

米のスペースシャトル「チャレンジ
ャー」が打ち上げ72秒後に爆発。乗

組員7人全員死亡 
フィリピンにアキノ新政権が発足。

マルコス独裁体制崩壊 
ソ連ウクライナ共和国のチェルノブ
イリ原発で爆発事故地球規模の放射

能汚染に 
イギリスのチャールズ皇太子とダイ

アナ妃が来日 
アフリカのカメルーンで河口湖から
有毒ガス噴出。住民1500人以上が

死亡 
ソウル・アジア競技大会開催 

スイスの化学工場で火災。ライン川
が有毒物質で汚染される 

米の実験機「ボイジャー」が初の無給
油無着陸で世界一周旅行に成功 

 
 

捕鯨王国の歴史に幕。南極海の日本
船団が制限頭数の捕鯨を終え、最後

の航海を終える 
国鉄の分割・民営化でJR11法人と

国鉄清算事業団が発足 
昭和天皇が腸の障害で入院、手術を

受ける 
ココム（対共産圏輸出統制委員会）違
反の東芝機械に、共産圏向けの輸出

１年間禁止の行政処分 
ジャパン・バッシングが米国内で強

まる 
ニューヨーク株式市場で株価が暴落

（暗黒の月曜日） 
大韓航空機が消息を絶つ 

レーガンとゴルバチョフの米ソ首脳
が、INF（中距離核戦力）全廃条約に

調印 
利根川進博士へのノーベル医学・生

理学賞授与が発表される 

環境庁の名水百選に塩釜冷泉（八束村）
と雄町の冷泉（岡山市）が選ばれる　 
名水百選に岩井（上斎原村）が追加選
定される　 
岡山県が騒音に係る環境基準のあて
はめを開始 
岡山県環境保健センターの大気汚染
監視テレメータシステムを更新し、
大気汚染監視体制を強化 
県下の緑の少年隊の連携を深めるため、
岡山県緑の少年隊連絡協議会を設立           
岡山県鷲羽山ビジターセンターが完成 
岡山県が町並み保存地区整備事業を
開始 
勝山町勝山地区を町並み保存地区に
指定 
児島湖が湖沼水質保全特別措置法に
基づく指定湖沼に指定される 
オゾン層の保護に関するウィーン条
約を採択 
水質汚濁防止法施行令が一部改正され、
窒素、リンが規制される 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
岡山県が騒音規制法、振動規制法、
悪臭規制法に基づく、それぞれの規
制地域及び規制基準を設定　 
県土利用の基本的指針となる国土利
用計画（岡山県計画）を策定 
リン及びその化合物に係る削減指導
方針（第2期）を策定 
児島湖浄化対策本部を設置 
人形峠アトムサイエンス館が開館 
岡山県児島湖浄化対策推進協議会が
発足 
倉敷市下津井地区を町並み保存地区
に指定 
中央公害対策審議会が環境庁長官に、
大気汚染指定地域を全面解除し、今
後新たな患者の認定は行わないなど
の答申を提出する 
気象庁がペルー沖に異常気象を起こ
すエル・ニーニョ発生を発表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
渋川海岸（玉野市）が白砂青松百選に
選定される 
岡山県が「児島湖に係る湖沼水質保
全計画」（第１期）を策定 
岡山城跡と後楽園が国の史跡に指定
される 
岡山県がCOD総量削減計画（第2次）
を策定 
児島湖浄化対策推進協議会が「児島
湖浄化推進月間」を実施 
高梁市の「美観地区道路」が日本の道
百選に選定される 
岡山県大原町古町地区を町並み保存
地区に指定 
瀬戸内海の環境の保全に関する岡山
県計画の一部を変更 
絶滅するおそれのある野生動植物の
譲渡の規制等に関する法律を制定 
オゾン層を破壊する物質に関するモ
ントリオール議定書を採択 
熊本地裁が水俣病第3次訴訟で、初め
て国と県の責任を認める判決を出す 

 

（昭和60年） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（昭和61年） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（昭和62年） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

着工8年目を迎えた瀬戸大橋は、海峡部、陸上部ともに工
事が最盛期へ。海峡部では3つの長大吊り橋、2つの斜張
橋の計10本の主塔が完成。吊り橋では命綱のメーンケー
ブル架設、斜張橋では巨大な橋げたの取り付けが順調に進み、
全体の工事進ちょく率は70％を超えた。陸上部でも道路
ルートで早島インターが着工、鉄道ルートでも福南山トン
ネルが貫通した。（メーンケーブル架設工事の空中作業足場（キ
ャットウオーク）を照らす照明灯が点灯され、瀬戸内海に
巨大なイルミネーションの名所が誕生） 

架橋工事最盛期へ 
19851985 年 ● 昭和60年 

全国のきれいな水を再発見し、水質保全と水辺の自然環
境を保護することをねらいに、「名水百選」を選定してい
る環境庁は、全国755件のわき水報告を基に、まず名
水31カ所を選定。岡山県では「塩釜の冷泉」と「雄町の冷泉」
が選ばれた。①水質・水量、景観、親水性の観点から保
全状況が良好②地域住民による保全活動を必要条件に、
希少性、著名度、故事来歴などを参考に、「名水百選調査
検討会」が判定した。第二次分の69カ所に岡山県の岩井（苫
田郡上斎原村）が選ばれた。 

「名水百選」に塩釜（真庭郡八束村）と雄町 
（岡山市）が選ばれる 

19851985 年 ● 昭和60年 

岡山県、県議会、流域8市町村など行政側と、
湖水利用団体、農林業、青年、婦人、労働団体
など39の民間団体で構成された児島湖浄化対
策推進協議会の設立総会が開かれ、家庭排水対
策を中心とした水質浄化活動に力を入れていく
ことなどを申し合わせた。 

児島湖浄化対策推進協議会が発足 
19861986 年 ● 昭和61年 

岡山県は下津井地区を本年度の「町並み保存地区」
に指定。下津井地区は、内海航路の北前船、四
国への渡海場などとしてにぎわい、今でも江戸
時代の商家、ニシン蔵など昔の面影をとどめる
建物が多く残存している。倉敷市は5カ年計画
で県の補助を受けながら、景観の保存、整備を
図り、瀬戸大橋の架橋で予想される観光客増に
備える。 

倉敷市下津井地区を町並み保存地区に指定 
19861986 年 ● 昭和61年 

岡山県が苫田郡上斎原村の動力炉・核燃料開発
事業団（動燃）人形峠事業所正門前に建設してい
た「人形峠アトムサイエンス館」の開館式が行わ
れた。 

人形峠アトムサイエンス館が開館 
1986 年 ● 昭和61年 

（7月21日） 

岡山城跡と後楽園合わせて17万6880㎡
の区域が国の史跡に指定された。 

岡山城跡と後楽園が国の史跡指定に 
19871987 年 ● 昭和62年 

播州と因幡を結ぶ因幡往来の宿場町として栄え、宮本武蔵の生
誕地でもある大原町古町。本陣・脇本陣の閑静なたたずまい、
なまこ壁の土蔵や格子戸を備えた情緒たっぷりの家屋など往時
の姿をとどめる古い家並みが「町並み保存地区」に指定された。 

大原町古町地区を町並み保存地区に指定 
1987 年 ● 昭和62年 

旭川の清流沿いに城下町として栄え、山陰と山陽
を結ぶ出雲街道の要衝として歴史と伝統が息づく
勝山地区が、岡山県の「町並み保存地区」第１号に
指定された。小京都を思わせる風情豊かな白壁の
街並みや、昭和の初めまで旭川を盛んに往来した
高瀬舟の発着場跡などが、県の補助を得て5カ年
計画で整備が進められる。湯原温泉や蒜山、大山
への玄関口でもある勝山町では、観光客の足を町
の中央に向けさせたいと期待は大きい。 

勝山町勝山地区を町並み保存地区に指定 
1985 年 ● 昭和60年 

シ リ ー ズ 私 た ち の 歴 史 と 環 境  

児島湖浄化対策推進協議会が「児島湖 
浄化推進月間」を実施 

昭和37年に児島湾締切り堤防が完成し、児島湖が誕生して以来、昭和57年には児
島湖流域下水道浄化センターの建設工事着手や、昭和61年には「県児島湖浄化対策推
進本部」を設置するなどして水質保全への対策を講じてきました。しかし、大量の生
活排水の流入で児島湖の汚染は悪化の一途。COD（化学的酸素要求量）が国の環境基
準の2倍強にものぼり、さらに窒素やリンも環境基準を大きく超えて富栄養化が著し
く進むなど深刻化しました（60年度版岡山市公害白書）。そのため県では、昭和62
年1月、全国で初めて湖沼法（湖沼水質保全特別措置法）が適用された水質保全計画に
より、5カ年計画で児島湖流域の下水道整備や底泥しゅんせつ、住民意識の向上など
総合的な浄化対策に本格的に取り組むことになりました。8月には児島湖浄化推進月
間を実施。児島湖浄化対策推進協議会が「児島湖浄化推進展」を開催するなど、全国の
湖沼の中でワースト5位となった児島湖の汚れに対し、流域住民の水質浄化意識を高
めました。 

1987年 ● 昭和62年 
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’ 

※写真は湖水の汚濁状況を視察する児島湖浄化推進岡山市議 
　会懇談会のメンバーたち 

※ホテイアオイの除去作業 

※児島湖浄化推進展会場でフナなどを放す子供たち 
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Ⅰ 基本方針 
 
　わが国の経済情勢は、政府による大規模な経済対
策の効果により緩やかながら回復基調が続いている
ものの、依然として低迷している個人消費や雇用情
勢の不安等から、今だ回復軌道に乗ったという確信
が持てない状況にあります。このため、咋年11月に
新規需要の創造、産業構造改革の推進を目的とした
「経済新生対策」が採択されましたが、しばらくは
足踏状態が続くものと思われます。 
　一方、環境間題は、温暖化防止対策、オゾン層の
破壊等、地球レベルで議論が行われているものから、
身近なところでは、容器包装リサイクル法や家電リ
サイクル法の制定により、再生資源の利用などリサ
イクルの促進に様々な対策が講じられ、循環型社会
の構築が進められております。また、生活環境に配
慮してダイオキシン類対策特別措置法が1月から施
行されており、環境への負荷の低減、改善をさらに
一層推し進める必要があります。 
　このような中、当事業団としましては、咋年4月
に水島処分場の延命化と安定化及び熱エネルギーの
有効利用を目的とした焼却施設「水島クリーンセン
ター」の操業を開始し順調に稼動しております。ま
た、社会や時代のニーズに対応するため、新処分場
（泊地）建設の早期着工及び減量化・資源化施設の
整備の検討にも積極的に取り組むとともに、引き続
き産業廃棄物の適正処理、公共施設の緑化、各種環
境調査及び環境保全サービス事業の推進等環境保全
のための各種事業を実施し、快適な地域社会実現に
貢献するものといたします。 

平成12年度 
事業計画 
（財）岡山県環境保全事業団の平成12年度事業計画が 
　第57回定例理事会において審議承認されました。 

3

Ⅱ 事業実施計画 
 
1. 廃棄物処理処分事業 
　地域環境の保全と県内産業の発展に寄与するため、
県内における産業廃棄物の処理処分の需要に対し、
適切な処理処分に努めるとともに生活環境の保全に
関連する事業の拡大に努める。 
（1）産業廃棄物の最終処分事業 
ア. 産業廃棄物埋立処分 
　事業所から排出される産業廃棄物を受入れ
水島処分場へ埋立処分する。同処分場は、平
成15年4月に埋立期限が到来するため、その
間の残容量を考慮し、本年度から受入制限を
実施する。また、当面、処分場の埋立容量を
確保するための対策を検討する。 
・計画目標‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥20万トン 

イ. 新処分場の建設 
　現在の水島処分場は、平成14年度中には埋
立が完了するものと予測されるため、県との
協調体制のもとに新処分場（東側泊地）の建
設計画を進める。また、公共関与の産業廃棄
物最終処分場の建設については、県の動向を
みながら事業の推進を図る。 
・事業団最終処分場（東側泊地） 
　昨年度は、新規に制定された岡山県新アセ
ス条例に基づき環境影響評価及び関係機関と
協議しながら埋立申請を合む各種図書の作成
を行った。また、建設に向けて詳細設計を行
うとともに、漁業関係者への事業説明を実施
した。 
　本年度は、咋年度に引き続き建設に向けて
詳細設計及び公告縦覧等を含む環境影響評価
書の作成を完成させ、直ちに埋立免許申請、
施設設置許可申請書等の各種法手続きに着手
するとともに、漁業関係者に対する影響補償
の協議を継続する予定である。 
　また、県による公共関与処分場の建設計画
に対して、全面的に協力する。 

（2）産業廃棄物中間処理事業 
下水汚泥等焼却事業（水島クリーンセンタ ー） 
　平成11年4月から操業を開始し、環境保全に十
分留意し適正な運転管理を行っている。 
　岡山県下水道公社、岡山市、倉敷市等16団体
の下水道から発生する下水汚泥及び事業所から
発生する廃プラスチック類を混合して焼却し、
廃棄物の減量化及び安定化を図る。 
　なお、効率的な運転及び処理量の増大見込に
より、土日連続運転についての検討を行う。 

・計画目標‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥63,000トン 
　下水汚泥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥50,000トン 
　廃プラスチック類‥‥‥‥‥‥13,000トン 

（3）公共建設残土センター管理運営事業 
　県が建設した建設残土センターの管理運営を
受託し、平成11年度は10ヵ所について事業化を
図り、県との協調体制のもとに適切な管理運営
を行っている。平成12年度は新たに1ヵ所事業開
始し、1ヵ所が完了する予定である。 
・計画目標‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥180,000m 

（4）資源化物選別施設管理運営事業 
　倉敷市が建設した倉敷市資源選別所の施設管
理運営を平成8年度から受託し、平成9年度からは、
市の要請を受け選別作業業務の一部を「倉敷市
手をつなぐ育成会」へ再委託し実施している。
平成12年度も引き続き、施設の管理運営を受託し、
資源の有効利用及び生活環境の保全に努める。 

（5）廃棄物の新処理施設の検討 
　多様化する産業廃棄物の処理に対応するため、
新処理技術を用いた中間処理施設の調査検討を
行う。 

 
2. 緑化事業 
　豊かな緑の保全・創造を目指し、次の事業を実施
する。 
（1）緑化工事設計施工監督事業 
　道路・公園・学校等公共施設の緑化事業を中
心に受託実施する。 
・計画目標‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥15件 

（2）道路緑地等維持管理事業 
　国道・県道の街路樹及び公共緑地等の維持管
理を受託実施する。 
・計画目標‥‥‥‥‥‥‥延べ121路線他13ヵ所 

 
3. 環境調査事業 
　行政機関や民間事業所等からの各種環境試料の分
析測定、環境アセスメント及び環境監視測定局の保
守管理等の需要に的確かつ迅速に対応するとともに、
一層の技術水準の向上や効率的業務実施を図る。 
（1）環境計量証明事業 
　水質、土壌、底質、産業廃棄物、環境大気及
び排ガス等についての分析測定を受託実施する。
本年度は、「ダイオキシン類対策特別措置法」
の施行に伴い測定分析業務の増大が予想される
ことから、実施体制の強化とともに一層の精度
管理の徹底を図る。 

（2）環境アセスメント事業 
　昨年施行された環境影響評価法（アセス法）

に迅速な対応を図るとともに、生活環境及び自
然環境等に係る各種環境調査を積極的に受託実
施する。 

（3）環境監視測定局保守管理事業 
　岡山県、岡山市、玉野市、備前市及び笠岡市
が設置管理する大気測定局の保守管理業務を引
き続き受託実施するとともに、新規の保守管理
業務も積極的に受託する。 

 
4. 環境保全サービス事業 
　県及び関係機関との密接な連携のもとに、環境保
全に関する各種事業を積極的に行う。 
（1）環境思想高揚運動 
　環境思想の高揚を図るため次の事業を実施する。 
ア. 「環境」の発行 
イ.  
 
ウ. 花いっぱい運動への協賛 
エ. 環境資料の収集・相談業務 
オ. その他 

（2）公共緑化推進事業 
　公共施設、公園、街路等の緑化事業を実施する。 

（3）水質保全推進事業 
　児島湖流域浄化推進事業等水質保全に関する
各種事業を実施する。 
ア. 生活排水対策事業への協力（クリーンネッ    
　 トの配布、啓発テレビスポットの実施） 
イ. 児島湖流域環境保全推進月間行事への共催 
ウ. 身近な川の健康診断への助成 

（4）自然保護推進事業 
　自然環境の保護・保全に関する各種事業を実
施する。 
ア. 緑の募金への協力 
イ. 緑化推進大会への協賛 
ウ. 緑の少年隊活動への協賛 

（5）大気保全推進事業 
大気環境保全に関する各種事業を実施する。 

ア. 
  
イ. 樹木の大気浄化能力度チェック事業への助成 
ウ. 星空観察事業への助成 

（6）廃棄物対策推進事業 
ア. リサイクル推進大会への共催 
イ. その他 

環境月間（6月）・地球温暖化防止月間（12月）  
行事への共催 
 

光化学オキシダント対策事業（ラジオスポ ット） 
の実施 
 



環 　　　境 環 　　　境 

　
環
境
庁
編
、
通
称
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
に
希
少
種
と

し
て
記
載
さ
れ
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
種
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
。 

　
樹
木
依
存
種
が
大
多
数
を
占
め
る
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
科
の

中
で
、
数
少
な
い
生
き
た
草
の
茎
や
根
を
食
べ
て
育
つ
典

型
的
な
「
草
食
い
」
の
一
種
に
属
す
る
。
そ
の
た
め
、
草

原
の
減
少
傾
向
が
強
い
わ
が
国
の
現
状
の
中
で
、
次
々
と

生
息
地
が
消
滅
し
、
ま
す
ま
す
希
少
性
を
増
し
つ
つ
あ
る

と
思
わ
れ
る
。 

　
成
虫
の
体
長
は
8.5
〜
12
ミ
リ
と
草
食
い
で
あ
る
だ
け

に
あ
ま
り
大
き
く
な
い
。
体
は
頑
丈
で
、
雄
の
触
角
は
体

長
の
ほ
ぼ
2
倍
の
長
さ
が
あ
る
。
さ
や
ば
ね
は
赤
褐
色
の

地
色
に
不
明
瞭
な
白
斑
を
浮
か
せ
て
い
る
。 

　
新
潟
・
関
東
以
西
の
本
州
、
九
州
、
対
馬
、
朝
鮮
半
島
、

中
国
に
分
布
。 

　
岡
山
県
下
で
は
、
中
国
山
地
の
ご
く
限
ら
れ
た
地
域
で

の
わ
ず
か
な
生
息
確
認
が
あ
る
の
み
で
、
極
め
て
ま
れ
な

存
在
で
あ
る
。 

　
成
虫
の
出
現
期
は
、
6
、
7
月
ご
ろ
。
夜
間
灯
火
に
飛

来
す
る
ほ
か
、
オ
ト
コ
ヨ
モ
ギ
に
集
ま
る
こ
と
や
、
幼
虫

が
寄
生
し
た
根
が
コ
ブ
状
に
肥
大
す
る
こ
と
な
ど
が
知
ら

れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
青
野
孝
昭
） 

【
岡
山
の
昆
虫
】 

ヒ
メ
ビ
ロ
ウ
ド
カ
ミ
キ
リ 

No.

　
水
温
む
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
田
ん
ぼ
の
ミ

ゾ
や
水
た
ま
り
に
は
ア
カ
ガ
エ
ル
達
の
卵
塊
が

見
ら
れ
、
空
に
は
ツ
バ
メ
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
す
。

ス
ミ
レ
や
タ
ン
ポ
ポ
も
蕾
が
膨
ら
み
は
じ
め
、

い
よ
い
よ
春
本
番
で
す
。
こ
ん
な
季
節
に
は
外

に
出
か
け
、
写
真
を
撮
る
機
会
も
増
え
て
く
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
 

　
と
こ
ろ
で
、
写
真
の
フ
ィ
ル
ム
が
入
っ
て
い

る
白
い
容
器
、
皆
さ
ん
ど
う
し
て
い
ま
す
か
。
 

　
こ
の
容
器
、
大
変
燃
え
難
く
、
科
学
的
に
も

強
い
素
材
で
出
来
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
燃

え
る
ゴ
ミ
に
出
す
の
は
お
薦
め
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
フ
ィ
ル
ム
を
守
る
た
め
に
、
気
密
性
が

高
く
、
フ
タ
を
閉
め
れ
ば
湿
気
を
通
し
ま
せ
ん
。

逆
に
言
え
ば
、
中
に
水
を
入
れ
て
も
漏
れ
な
い

容
器
な
ん
で
す
。
こ
れ
を
捨
て
る
の
は
も
っ
た

い
な
い
。
私
た
ち
は
、
水
生
昆
虫
や
小
さ
な
生

き
物
を
入
れ
る
標
本
入
れ
と
し
て
、
こ
の
フ
ィ

ル
ム
ケ
ー
ス
（
正
式
に
は
ピ
ー
ケ
ー
ス
と
い
う

そ
う
で
す
が
）
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
小
さ
く

て
丈
夫
な
容
器
な
の
で
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て

い
て
も
潰
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、

70
％
程
度
に
薄
め
た
ア
ル
コ
ー
ル
溶
液
を
入

れ
て
お
け
ば
、
調
査
現
場
で
ア
ル
コ
ー
ル
標
本

を
作
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
標
本
用
の
瓶
も
売

っ
て
は
い
ま
す
が
、
結
構
値
段
が
は
り
ま
す
し
、

フ
ィ
ル
ム
ケ
ー
ス
の
方
が
割
れ
た
り
す
る
心
配

が
な
い
の
で
使
い
勝
手
が
良
い
の
で
す
。
 

　
フ
ィ
ル
ム
ケ
ー
ス
に
入
れ
る
の
は
生
き
物
ば

か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
キ
ャ
ン
プ
に
行
く
と

き
に
お
茶
の
葉
っ
ぱ
や
、
塩
、
砂
糖
を
入
れ
て

お
く
の
に
も
便
利
で
す
。
密
封
で
き
る
の
で
、

湿
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
し
、
蓋
が
あ
い
て
散

ら
か
る
こ
と
も
少
な
い
で
す
。
私
は
使
い
捨
て

の
カ
ッ
タ
ー
の
刃
を
入
れ
る
の
に
も
使
っ
て
い

ま
す
。
丈
夫
な
容
器
な
の
で
誤
っ
て
手
を
傷
つ

け
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
こ
の
便
利
な
容
器
を
沢
山
手
に
入
れ
よ
う
と

お
も
っ
た
ら
、
カ
メ
ラ
屋
さ
ん
に
聞
い
て
み
る

の
が
手
っ
取
り
早
い
方
法
で
す
。
現
像
の
時
に

持
ち
込
ま
れ
、
カ
メ
ラ
屋
さ
ん
も
処
分
に
困
っ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
か
ら
（
大
き
な
現
像

所
で
は
フ
ィ
ル
ム
メ
ー
カ
ー
が
回
収
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
そ
う
で
す
が
、
大
抵
は
産
業
廃

棄
物
と
し
て
処
分
さ
れ
て
い
ま
す
）
、
ひ
ょ
っ

と
し
た
ら
分
け
て
も
ら
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
環
境
調
査
部
　
大
坪
尚
広
）
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編 

集 

後 

記 

今
回
の
号
よ
り
表
紙
写
真
が 

新
シ
リ
ー
ズ
に
な
り
ま
し
た
。 

テ
ー
マ
は
「
自
然
の
中
の
幾 

何
学
模
様
」
。
ふ
と
自
然
に 

目
を
や
る
と
、
そ
こ
に
は
偶 

然
性
や
必
然
性
か
ら
生
ま
れ 

た
美
し
い
パ
タ
ー
ン
が
、
生 

活
の
中
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
も
自
然
の
美
を
探
し

に
出
か
け
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。 

県
内
最
大
の
お
茶
の
産
地
、
海
田
地

区
に
は
、
江
戸
時
代
か
ら
の
栽
培
の

歴
史
を
伝
え
る
手
摘
み
な
ら
で
は
の

風
景
が
今
も
残
さ
れ
て
い
る
。
機
械

に
よ
る
摘
み
採
り
が
行
わ
れ
て
こ
な

か
っ
た
こ
の
茶
畑
は
、
人
の
通
路
と

人
の
手
の
届
く
範
囲
の
お
茶
の
木
が

点
在
し
、
不
規
則
な
自
然
の
造
形
美

を
生
み
出
し
て
い
る
。 

●

表
紙
の
コ
メ
ン
ト 

自
然
の
中
の
幾
何
学
模
様 

HDPE　高密度ポリエチレン 
低圧法ポリエチレン（HD-PE）を使用しているもので、主と
して洗剤ボトルなどに多く採用されています。 
　　　レジ袋・バケツ・洗面器・灯油缶・弁当箱など 用途 

本体 

用途 

LDPE　低密度ポリエチレン 
高圧法ポリエチレン（LD-PE）を使用しているもので、主に
辛子などのボトルや蜂蜜のボトルなどに多く採用されています。 
　　　ラップフィルム・農業用シート・ポリ袋など 

ふた 

※ 

※ 

●本体はフィルムをガードするために、 
　より強度の強いHD-PEを使用して 
　いるとのことです。 

4.5km 、9kmのコースがあり、制限時間（１時間）
内に参加できる人ならどなたでも参加可能。新
緑の土用ダム湖周囲のブナの自然林、天然杉は
最高の眺め。参加者には郷土特産品の参加賞あり。
完走者全員に完走証。申込み必要。詳しくはお
問い合せください。 
●お問い合せ 
　新庄村教育委員会　0867-56-3178

土用ダム湖畔周回道路（新庄村） 

第12回土用ダム新緑マラソン大会 

たけべの森のそよごの木に設置された蜜蜂の巣
を集め、蜂蜜の採取を実演。 

たけべの森（建部町） 

蜂蜜採取会 

かぶとむしどーむの中では、かぶと虫の飼育、
観察、捕獲の体験ができる。入場料300円。 

たけべの森（建部町） 

「たけべの森」かぶとむしどーむ 

入口沿道3.5kmに咲く、3,500本の紫陽花を
写真撮影し、応募する。締切り7月16日 
●お問い合せすべて 
　吉備高原建部家族旅行村たけべの森 
　0867-22-3111

たけべの森（建部町） 

紫陽花撮影コンテスト 

美
作
町
海
田（
か
い
た
）の
茶
畑 

　
ま
さ
に
薫
風
と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
の
こ
の
季
節
。
新
緑
の
透
き
通
っ
た
風
に
は
、 

何
だ
か
元
気
が
出
る
よ
う
な
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
香
り
を
感
じ
ま
す
。
 

そ
ん
な
さ
わ
や
か
な
季
節
、自
然
を
楽
し
ん
だ
り
、体
を
動
か
し
た
り
し
ま
せ
ん
か
。
 

県
内
に
は
左
で
紹
介
し
て
い
る
も
の
の
他
に
も
、い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が
待
っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
か
ら
花
の
美
し
い
季
節
を
迎
え
ま
す
。
サ
ツ
キ
、ツ
ツ
ジ
、菖
蒲
、紫
陽
花
、ラ
ベ
ン
ダ
ー
、 

す
ず
ら
ん
な
ど
県
内
に
は
花
の
名
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
 

咲
き
誇
る
花
に
囲
ま
れ
て
、の
ん
び
り
過
ご
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

中四国地
区の環境

教育や環
境保全、

自然保護
な

どに関心
のある個

人・団体
・企業・

行政など
が

交流し、
情報やノ

ウハウを
交換する

ための交
流

会を開催
。 

●内　容
：ゲスト

トーク、
7つの分

科会（環
境

　　　　
　パート

ナーシッ
プ、食と

農、環境
と

　　　　
　交通、

総合的学
習、体験

学習、後
楽

　　　　
　園、自

然学校）
、交流懇

親会など
 

●定　員
：150名

（6月9
日締め切

り） 

●参加費
：一般1

8,000円
 

　　　　
　学生1

5,000円
（宿泊は

別途） 

●お問い
合せ・お

申込み 

　中四国
環境教育

ミーティ
ング事務

局 

　086
-256-03

31

岡山市立
中央公民

館 中・四国環境
教育ミーティ

ング 2000

2万3,000株のラベンダーが咲き乱れる。刈

り取り体験（有料）ができる。 
●お問い合せ 　風コーポレーション　0867-98-3701

大日高原ハーブガーデン（大佐町） 

ラベンダーまつり「花人の集い」 

県下の中高校生が渋川海岸を清掃（空き缶回収）
するロボットを持ち寄り、その制作技術・競技
を通して、環境を学ぶ。海開きの日に合わせて
行われるイベントで、第3回となる今回から中
学生の部と高校生の部に分かれ、それぞれの課
題にチャレンジする。 
●お問い合せ 
　岡山商科大学附属高等学校内機械科 
　086-252-3407

渋川海岸・渋川ビジターハウス（玉野市） 

第3回渋川海岸清掃ロボットコンテスト 
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